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高校生の食生活についての

アンケート報告

歌城　純子・玉木　民子

A Report on Dietary Life of High School Students 

by 

Sumiko Kashiro, Tamiko Tamaki

1　は　じ　め　に

　「あなたにとっていちばんたいせつと思うことは何ですか」という文部省統計数理研究所のアン

ケートでは，生命・健康が常にトップになっている○生命・健康維持のためにいろいろな方法があ

るが，食物は一つの大きな因子であろう。栄養，調理を指導するものにとって，とくに食生活は今

後どうあるべきかは大きな関心事である。

　厚生省が毎年行なっている国民の栄養調査によれば，国民の食品の摂取状態は，穀類はしだいに

少なくなり，それに対して，乳および乳製品・獣鳥肉類・卵類ついでさとうや油脂類が増加の傾向

を示しており，日本人の平均的な栄養摂取の状態はかなりよくなってきている。その結果，青少年

の体位の向上，平均寿命の延長などみられるが，一勇では小・中学生に多い肥満や若年者の糖尿

病，高校生の貧血やマラソン時の骨折など，あるいは成人病の高血圧・脳卒中の増加などがみら

れ，塩べらしや栄養のバランスを考える，飽食を是正するなど食生活を見直さなければならない点

も多くみられる。食生活はどうあるべきかを考える前に，まず実際に新潟県における食生活の実態

を把握したいと思い高校生を対象に，本県全域にわたるよう，上・中・下越の高校生を対象にアン

ヶ一ト調査を行った。今回はその実態調査の報告である。

II　調　査　方　法

1　調査時期
2　対　　　　象

3　方　　　　法

4　データー処理

昭和59年6月～7月

県下，上・中・下越地区女子高校生524名を対象にし，そのうち411名，

78．4％の回収率を得た。

食生活に関するアソケート調査（表1）

集計は調査個票をもとに平均値を算出。

食事記録については，コソピューターにより食品のカロリーとたんぱく

質，脂質，糖質の成分数値をみた。また四群点数法を用いて，栄養のバラ

ンスをみた。
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表1

〕1

123

〔

歌城純子・玉木民子

食生活に関するアンケート

あなたの食生活その他について、7ンケートにお答え下さい。

住　　　　所　　新潟県　　　　　　　郡市　　　　　　　町村

13．

45a7。

80り

家族構成

両親の出身地

14，

父 県 郡市

母 県 郡市

起床時間

通学時間

健康状態

時 就寝時間 時

〕置〔

ー

徒歩 分、乗り物 分

体格及性格について一番近いと思われる事項に○印をつけて下さい。

体　型

肥えている

少し肥えている

丁度よい

少しやせている

やせている

性　格

食ぺる分量はどうですか。　　a　多い　　b

お料理づくりに関心がありますか。　a　はい

　得意料理内容

a　おとなしい方

b　にぎやかな方

c　ふつう

d　さわぐのが好き

e　ひとりの方が好き

人並み　　c　少ない

　b　いいえ

23

4．

1日に摂取する食品の数は、平均どの位ですか。

但し調味料の種類も入れて下さい。　　　　　　　　　種煩

今のあなたの食生活をどう思いますか。1つだけ○印をつけて下さい。

　a　今のままでよいと思う　　c　よいとは思わないが、このまま続ぎそう

　b　まあまあと思う　　　　　d　よいとは思わないので、改善したい

次の質問はお家の方に聞いて答えて下さい。

家庭の経費のうち食費の占める割合は、どのくらいですか。

　a20％未満　b20～29％　c30～39％　d40～49％　e50％以上

毎日の食事の献立は主としてだれが決めますか。

家庭の食事にどのくらい時間をかけていますか。

　朝　　　　　　分、昼　　　　　分、夜　　　　　分

計画的に献立をたてて食事をしていますか。

　aする　　b　ときどきする　　c　ほとんどしない　　d　しない

毎日の調理は、だれがしていますか。

食費の管理は、だれがしていますか。

毎日のおかずは、だれを主体に考えますか。

家計簿をつけていますか。　aっけている　bときどきつける　cつけない

あなたの住む地域の郷土食があったら記入して下さい。

　　調理名　　　　材　　　　　　料　　　　作　　　　　　方

10．

11．

12．

家庭でのお手伝いの内容

おこずかいの中で「飲食代」に使うのは、どのくらいですか。

　1日平均　　　　　　　　円位　　その内容

10．　お宅の郷土食や行事食を月別に記入して下さい。

偏食がありますか。　　a　はい　　　b　いいえ

「はい」と答えた人はその食品名をあげて下さい。

1　　月

7　　月

2　　月

8　　月

「＃
4　　月

le　　月

5　　月

11　　月

6　　月

12　　月

〔盧〕あなたの食察紀録 〔あなたの3日分の食べたものをメモしておき下表に記入して下さい。できれば調味料も記入して下さい。〕

朝

食

昼

食

夕

食

間

食

名1分量（の

　　　　　　月　　　　日　　　曜

献立名1食品名1分量（の
　　　　　　月　　　　日　　　曜

献立名1食・矧頒（の
目 安 量

米　1　合　　　ISO　9

食パソ1枚　　　SO　9

じゃがいも中1個100S

さといも1個　　SO　9

油大さじ1杯　　12Y

バター2ex角　　　 10S

砂糖大さじ1杯　　109

魚1切れ　70～100S

卵　1　個　　　　00S

牛乳1本　　「2009

みそ大さじ1杯　　15S

とうふ1丁　　　3009

ほうれん草1株20～30ξ置

キャベツ中1枚　　009

にんじん中丸10nIO9

みかん1個　　　1DOS

わかめ（みそ汁1杯分）

　　　　　　　　S9
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　　　皿　調査結果と考察

　1．生　　活　　面

　　（1）家族数と両親の出身地

　家族数は新潟市では平均4・705土1．239人，でもっとも少なく，上越の頚城地区では5．457土1．094

人・で最も多く，上・中・下越の平均値は5．016土1．20人であった。都市部は家族数が少なく，郡

部は多いという予想通りの結果であった。

　両親の出身地は，両親共に県内が83．5％で大半を占め，県外はわずか1％であった。

　　（2）起床時間，就寝時間，通学時間

　起床，就寝，通学の各時間は表2，3，4の通りであるが，起床は午前6時から7時までが89．8％

で大半を占め健全な生活とみられる。就寝時間は午後11時か12時までが多く，勉強時間の他にテレ

ビやラジオの影響もあると考えられる。通学時間は30分間が最も多く，15分から45分以内に83％が

含まれているので殆どの生徒が便利な通学距離にいると考えられる。

　　　　　　　　　　　表2起床時聞　　 N＝411単位：％

鳩前【6時16時3・分［7時瞬すぎi無回答

　　　　　　　　　　　　　2・7　1・4・6　12・・7　1・4・S　1・・6　1・・9

表3就寝時間　　 N＝411単位：％表4通学時間　　 N＝411単位：％

騰前i塒i12時1塒瞬すぎ1無回答　鵬1鵬！餓鵬1雛1無回答
ユ2・4148・9　13・・4　14・4iユ・2　i　2・7　23・6i3s・7　12・・7｝…5i　5・ユ｝1・4

　　（3）健康状態，体型，性格，食事量について硬意識

　健康状態は「良い」が76・2％，「普通」が9・7％であるが，「病気」と答えた生徒が10・9％（内

容は表5）いることは問題であると思う。食事制限や美容食に関係があるのではないか。

表5病気内容　　　　　　　　　　　　　　　　N＝45単位：％
順（貼繍力周貧血陳秘潜炎瞬いレド陽・（辮）1低血圧1つ酬腹痛麟i胃i計

26・7　1　24・4　1…S　1・・7　14・5　14・5i　2・2i 22臣212・2　i　2・2　1　2・2　1　2・2　1・・…｛

体型は，やはり肥えていると自覚している生徒が半数以上いて，やせていると答えたのはわずか

2・7％であつた。（表6）

表6体　型　　　N＝411単位：％
！際階砦祖度よ階劉汐馨て隠回答

ユ…133・i　1・2・6　1…S　1・・7　11ユ

表7　性　　　格　　　　　　　N＝411単位：％

｝芒務麟やかトつう騰鍬泉細無賭
　　刺ユ・・3　15刺i2・2　13・4　1・・3　1

　性格（表7）もふつうが半数以上を占めているが，どちらかというと明るい高校生が多いようで

ある。

　食べる量については「多い」が21・7％，「人並み」が71・5％，「少ない」が5・6％で，健全な食

生活をしているようにとられた。
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　　（4）関心と得意料理，手伝い

　料理づくりに関心があるかの問に「はい」と答えたのは81・3％，「いいえ」と答えた人が16・1％

図1　得意料理内容　ベスト17（複数回答）　　　　　　で無答が2・6％であった。多くの生徒が料理

％30

20

10

菓子類
コロッケ

天ぷらソティ
煮　物みそ汁卵　焼妙　飯サラダ

をつくることに関心があると考えられる。ま

た，得意料理内容については図1に示すとお

り多いものを記したが，若い人達の嗜好との

関連が深いように思われる。また，菓子づく

り（ケーキ，クッキーなど）を得意という生

徒が26・1％あった。

　家庭での手伝いの内容は皿洗いなど後片付

けが92・0％で一番多い。次は夕食作りの66・0

％で，弁当作りをする生徒は16・0％であっ

たo

　　（5）小遣いに占める飲食代の割合

　表8の通りであるが，1日平均100円程度で，その内容はジュース，アイスクリームなどで・高

表8　おこずかいに占める飲食代（1日平均）　　　　　　校生の場合・クラブ活動などもあって時間

　　　　　　　　　　　　　　　N＝411単位：％　　に余裕のないこと，また，通学距離も前述

・円IS°円内11°°嘱2°°馬13°°嘱i1㎝即鯉1無回答

…73・・41　34・・9副2・4　i2・4・・7　19・3

の如く短かいため途中で夕食にさしつかえ

るような飲食はあまりしないようである。

　　（6）偏　　　食

　偏食については，

図2　きらいな食品

％10

5

0

「ある」と答えたのが56．9％，

ワースト20（複数回答）

ユ24

73
囲團目

6ま一 66

ﾜ 56 5．3

第　第　第一　ニ　　ゴ　　ー群　群　群

…一

≡
≡噂

≡
4．9

44

｝

巨≡≡

≡一

3．4 32
29　29　　27　27

@≡
@：≡　一

22　22　22
f　　　　　　　　】7　　　　15

@i：　　　　　　07－一

「ない」と答えたのが41・8％，無答が1．3％で

　　　　「ある」と答えた生徒が多かった。き

　　　らいな食品は図2であるが，肉のきら

　　　いな人が対象者のをもある。鉄不足に

　　　よる貧血が多いといわれているが，

　　　肉，魚，レバーなどきらいな生徒が多

　　　いのに問題がある。

肉魚 撃兼ｼ1∵llllll卵芋1

　　（7）食　　品　　数

　1日に摂取する食品の数は平均どの位かという質問については表9の通りであるが，1日いろい

ろなものを食べて30種類以上の食品をとることが望ましいことから考えると，かなり良い摂取の仕

方と考えられる。自分の食生活についても半数以上が満足している。　（表10）



表9　食　　品　　数
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N＝4U　単位：％　表10　自分の食生活について　　N＝4ユ1単位：％

・・副2・勧｝3・種内14・翻｝41簸上1無回答｝

刎…S　136・516釧6・6　i・5・5

表11　家計の中で食費の占める割合

　　　　　　　　　　　　　　N＝41ユ単位：％

今のまま
で良い

20．7

まあまあ
と思う

36．3

良いとは思わ
ないがこのま
ま続きそう

29．7

思でいはのたといし
いな善

良わ改

9．5

無回答

3．8

2・－29％13・－39％i4・－49％［5・％L！　－E　1無回答

　　…S　132・4　1・6司…412・・9

　　（8）食費の占める割合

　家計の中で食費の占める割合（エンゲル係数）については表11であるが，約半数の家庭で望まし

い結果が出ている。

　　（9）食事づくりについて

　献立をきめるのは誰かという問は表12の通りで母親が殆どきめている。また，計画的に献立をた

てて食事をしているかの問に対しては表13の通りで，献立をたてないでその日その日の材料をみて

調理すると思われる人が60％となっている。

表12献立をきめる人 複数回答　単位：％

母随酬私1その他睡回答
9…i 08 86 副 0．07

複数回答　単位：％

表13　計画的な献立で食事をする割合

　　　　　　　　　　　　　　N＝411単位：％

表14毎日の調理をする人

する瞬々する1脚どiしない睡回答
8・・124・3　13・・6125・5　i 10．6

母随岡私【翻珊無回答
94・6　1・6・sl 09

2・9　i
0．02

瀞

　毎日の調理をする人は，献立をつくる母が多いが，母と祖母，母と私というように複数の場合も

あり，高校生自身が毎日調理にあたる人も10％弱いるようである。（表14）

　食費の管理はだれがしているかの質問については母親が殆どで祖母がわずかみられる。（表15）

調理をする人に家計の多くを占める食費の管理をまかされているのは当然のことであるが，いわゆ

る祖父母や父が「さいふを握っていた」過去の時代と比較すると好ましい姿といえる。

表15　食費を管理する人　　　　　N＝411　単位：％　　表16　おかずの対象者　　　　　複数回答　単位：％

母随酬父1その釧無回答　酬到祖父母1副全則その他iなし
　　・9・31・・4　1・・2　1・・4　15．7　・・S　129・7　1・・3　125・5126到α5μ8

　毎日のおかずは，だれを主体に考えるかの質問については，父を主体に考えるのが29・7％で一ti一弱

の人が父親主体になっている。ついで全員を対象にするのと，子の好みにあったものをとする人が

多い。父親を主体に考える日本的な家父長制が少しうかがえるが，夫を大切にして夫を中心に考え

る妻の心も好ましいと思われる。

　　⑩　家計簿の記入について

　家計簿をつけているかの質問には表17のように昔がつけていない。
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表17　家計簿をつけるか

歌城純子・玉木民子

N＝411　単位：％

1つけている障々つけ司つけな“1無回答

31・gI 14・8｝ 43・・1ユ・・2

　以上，日常の食生活についてアンケートをまとめたが，一般に安定しており問題が少ないように

思われるが，献立や家計の計画性の欠如，偏食の多いことなど反省すべき点もある。

2．郷土食および行事食について

　　（1）郷　　土　　食

　郷土料理のおもなものは図3で，のつぺ（のっぺい），笹団子，ちまき，煮菜が多い。各地区に

よりちがいがみられる。

図3　郷　土　料　理　　　　　　　表18　　郷　土　食　ま　と　め　　　　　　　　　　　　　単位：％

％

30

20

10

0

囮下中上
越越越

のの 煮 笹 ち

つ平
つ

団 ま

ぺ汁 菜 子 き

料理名

のっ　ぺ
（のつべい）

いぺ

菜

窃池煮

笹団子

ちまき

雑　　煮

ふかし茄
子

いとこ煮

フキノトウ
のみそ和え

下越
N＝155

12．9

2．6

04

O．6

0

0

O

0

越珊中酔

18．5

6．7

3．9

14．6

10．1

1．7

O．6

0．6

0．6

上越
N＝　78

3．8

ユ．3

2．6

16．7

15．4

1．3

O

0

0

全体
N＝411

13．6

4．ユ

2．4

11．2

7．3

1．0

0．2

O．2

0．2

料理名

切干し

漬菜汁
ボウダラ
丞

ブリ大根

山菜料理

ぜんまVl
煮

大根のイ
クラ和え

おぼろ汁

イ　　コ

下越
N＝155

0．6

1．3

0．6

0．6

O

0

0

0

0．6

越備中脂

0

0

0

0

0．6

0

0

O

0

上越
N＝78

0

0

1．3

0

0

3．8

1．3

1．3

0

全体
N＝　411

0．2

0．5

0．5

0．2

0．2

0．7

0．2

0．2

0．2

　　（2）月別の行事食

　月別の行事食（誕生祝は除いた）としてあげられたものは図4であるが，次のようなことがうか

がわれる。

　①行事食はいずれの地区も正月，節句（3月，5月），年末に多く，1月にはもち，雑煮，お

　　せち料理がつくられ，3月には，おはぎ，ぼたもち，ちらしずしなどがつくられている。12月

　　にはのっぺ，年越そばがみられる。

　②　節句などの行事が，地区により1か月ぐらいのずれがある。例えば笹団子，ちまきは下越地

　　区では5月についで6月に多いが，中越地区では6月の方が多い。上越地区では7月も笹団子

　　やちまきがつくられている。

　③上・中越地区では赤飯やおはぎが年間よくつくられるのに反して下越ではあまりみられな

　　い○

④煮菜は中越地区に多いが，他にはあまりみられない。

⑤一般に上・中越に多く行事食がみられるが，下越では比較的少ない。
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図4　月別の行事食
％

50

も雑

ｿ者

おせち

のの 煮菜 煮菜 のつぺ もち
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3・食事記録について

　　（1）栄養素の摂取状況

　3日間の食事記録の分析（表19）によって，たんぱく質，脂質，糖質，カロリーの平均値を算出し

た結果は表20の通りで，これを高校2年生の17歳女子の栄養所要量（第3次改定）と比較すると，

たんぱく質709に対して，摂取平均値は56・189で13・829不足し，所要量の80％の摂取になる。

　表19　食事記録の一例
　〔献立〕朝（ごはん，みそ汁，目玉焼）昼（うどん，潰物）夜（ごはん，みそ汁，サケの照焼，サラダ）

　　　コンピューターによる分析

N（）．シヨクヒソメイ　グン　9　6hユV2　db毒◆4　タソパク　シシツ　トウシツ　kcai

コメ（バクマイ）

タマゴ（ニワトリ）

ホウレンソウ

トウフ（モメン）

アマミソ

ウドソ（ユデ）

ネブカネギ

アブラゲ

タマゴ（ニワトリ）

キュウリ

カブ

コメ（バク’マイ）

サケ（ナマ）

ジヤガイモ

ニンジン

キュウリ

リンゴ

ロースハム
ミカンカソヅメ

トマト

アマミソ

ミカンジュース 2

7　

－

Total 1．5　　3．8　　1．4　　12．7 58．67 29．30　　　　261．25　　　　1，583．8
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表20　栄養素の摂取状況

栄養剥 平均値N＝411
　X　　　　　S．D．

蛋白質（・）1 56ユ81 17．91

脂　質（・）1 35・4・　［
17．28

糖　質（・）1 236・391
72．12

熱　　量（kcal） 1，533．98 251．11

（これは18歳の所要量659との比較では86％と

かなりよい摂取状態となる。）脂質については，

エネルギー比として25～30％ときめられている

ので17歳女子では2，100kca1のうち脂肪として

525～630kcal，重量として58～709を摂取する

ことがバランスのとれた食物摂取といえるが，

現状は35・409で22・69不足しており，基準の

61％しかとっていないことになる。糖質は所要

量には定められていないが，総カロリーの50～60％をとるとすれば1，050～1，260kcalで重量にして

263～3159必要となる。実際の摂取量236．399とこれを比較すると90～98％摂取しており，ほぼ基

準量に達しているが，総カロリーでは所要量の85％で基準に満たない結果になっている。（16歳女

子の所要量2，150kcalと比較すると71％になり所要量との差はさらに大きくなる。）調査期日が季

節的にもあまり食欲のない時期であつたので，食事の摂取量が全般に少ないように思われた。夕食

の献立でもカレーライスや麺類などと単純なものが多かった。

　朝食の欠食状況は，調査日3日間のうち1日でも食べない日があるものが9・0％程度みられた。

　　（2）食品群の検討

　コンピューターに表われた食品群の数値を17歳女子の所要エネルギー2，100kcalを四群点数法の

表21四群点教法による食品群摂取比較　　　　　　　　　　　　　　食品エネルギー構成と比較する

　2　群

魚・肉・豆

　3　群
野菜・芋・
くだもの

　4　群
穀類・砂糖・

油脂

鰍鮮点14・・ 4．O 3．0 15．O

講揖刺ユ・66±・4・86i　2・79±1訓ユ・・9・±ユ3・3　1　13・4±69・6

充足率（％／4ユ・5 69．8 36．3 89．3

比較評価1不副不足ぎみ不足序野足

と表21のようである。

　いずれも摂取量が少ないが，

とくに野菜・芋・くだもの類と

乳・卵類の摂取量が少なく，つ

いで魚・肉・豆類が不足ぎみで

ある。穀類・砂糖・油脂の群は

やや不足ぎみである。

IV　ま と め

　これからの食生活はどうあるべきかを考える前に，本県における各家庭の食生活の現状はどうか

をしるために，県下全域にわたるよう上・中・下越地区の高校6か校にお願いして，女子高校生を

通じて食生活に関するアンケートと各家庭の3日間の食事記録をお願いした。その結果，家族数，

郷土食にやや地域差がみられるほどで，生活面，食事記録ではあまり地域による差や，個々の家庭

の差はみられず，むしろ食事などは画一的なたべものが多いように思われた。高校生の生活面では

一般的に安定した生活ぶりで，エソゲル係数などからみても家庭経済なども安定しており問題が少

ないように思われた。食事記録からみた栄養の摂取状況では飽食の結果がでるのではないかと思っ

ていた期待とは異なり，カPリー，たんぱく質，脂質，糖質ともに所要量より下まわり，食品群の

バランスでは，とくに野菜・芋・くだものの食品群と，乳・卵・肉などたんぱく質食品の摂取が少

ない結果がでた。これは厚生省の調査でも国民の栄養状態がよくなったとしながらもまだ熱量では

2，000kcal以下の階層は15・3％，たんぱく質では409以下は1・9％，59・99以下は2・O％であり，これら

は卵，獣鳥肉類などのたんぱく質性食品が非常に少ないものと考えられるという結果が出ているの

で，充足している人もあるが，県下全体の栄養の平均では，量的にも質的にも標準より劣るのでは
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ないかと推察される。しかしこの調査が食欲の少ない，また献立が比較的簡単な夏季のみのもので

あるので，今後冬季のものも調査し，あわせて考えてみる必要がある。また，今回は熱量素の検討

にとどまったので他の栄養素の検討もしなければならない。

　郷土食，行事食についても地域的な特殊性があるのではないかと思っていたが，郷土食としては

のつぺ，ちまきなどは各地区で多く記入されており，あまり差がないようである。材料や作り方の

ちがいなどこれからの課題であるが，全体的に郷土食，行事食が各家庭から少なくなっていくよう

に見うけられた。嗜好の変化や核家族であること，主婦の社会進出で家事労働の時間が少ないなど

の原因があると思われるが，今回は家庭でつくる種類の記入であるので，それらに対する意識も今

後調査したいものだと思っている。また，今回は生活面などが意識調査に終ったが体型や体力など

科学的な測定による調査をしたいものである。

澱後にこの調査をするにあたり，有恒，小千谷，長岡大手，見附，新潟向陽，新潟中央各高校の

誰先生，生徒の皆さんに絶大なるご協力をいただいたことを心から感謝し御礼申し上げます。
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